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◆
大
阪
市
長
感
謝
状

６
ク
ラ
ブ
（
２０
年
優
良

ク
ラ
ブ
）

▽
生
野
区

巽
交
友

会
老
人
ク
ラ
ブ
▽
旭
区

ハ
マ
ナ
ス
会
▽
住
之

江
区

新
北
島
栄
光
ク

ラ
ブ
▽
住
吉
区

六
寿

会
▽
平
野
区

喜
連
東

第
五
老
人
ク
ラ
ブ
、
平

野
第
二
松
寿
会

◆
大
老
連
理
事
長
感
謝

状

１０
ク
ラ
ブ
（
１５
年

優
良
ク
ラ

ブ
）▽

港
区

Ａ
・
Ｐ
・
Ｍ
澪
ク
ラ

ブ
▽
東
淀
川
区

豊
里

南
第
８
む
つ
み
会
▽
鶴

見
区

茨
田
東
幸
福
会

▽
阿
倍
野
区

金
塚
連

合
長
寿
会
、
阪
南
第
４

長
寿
会
▽
住
之
江
区

こ
す
も
す
会
、
第
６
加

賀
屋
東
福
寿
会
▽
平
野

区

瓜
破
老
朋
ク
ラ

ブ
、
南
松
会
老
人
ク
ラ

ブ
、
八
寿
会

◆
大
老
連
理
事
長
表
彰

状

１
名
（
２０
年
勤
続

会
長
）

▽
住
吉
区

芦
田
次

郎◆
大
老
連
理
事
長
表
彰

状

１０
名
（
１５
年
勤
続

会
長
）

▽
北
区

八
田
安
正

▽
浪
速
区

里
清
�
▽

東
淀
川
区

渡
辺
栄
治

▽
旭
区

福
田
敞
、
宮

島
敦
彦
▽
城
東
区

和

田
義
雄
▽
鶴
見
区

橋

本
三
良
▽
住
之
江
区

楠
谷
忠
正
▽
平
野
区

城
内
繁
、
豊
田
美
男

◆
大
老
連
理
事
長
表
彰

状

３３
名
（
１０
年
勤
続

会
長
）

▽
都
島
区

阪
下
信

介
、
信
本
司
、
吉
田
喜

三
▽
福
島
区

瀬
古
武

夫
▽
中
央
区

高
田
良

造
、
玉
澤
静
恵
▽
天
王

寺
区

藤
本
智
子
▽
浪

速
区

広
田
啓
二
▽
淀

川
区

安
藤
ノ
ブ
子
▽

東
淀
川
区

井
上
徳

一
、
奥
田
利
一
、
富
田

武
人
、
古
谷
榮
三
、
森

臧
志
郎
▽
生
野
区

鎌

苅
幸
恵
、
山
下
末
雄
、

山
田
勇
男
▽
旭
区

中

島
弘
司
、
宮
城
景
一
、

矢
萩
方
香
▽
城
東
区

川
口
正
夫
、
佐
伯
理
、

�
橋
一
博
▽
阿
倍
野
区

鈴
木
茂
雄
、
西
口
重

信
▽
住
之
江
区

佐
伯

き
み
子
、
田
所
勝
▽
住

吉
区

延
江
秋
庫
、
和

田
常
夫
▽
平
野
区

小

谷
敏
雄
、
西
村
定
二
▽

西
成
区

高
畠
満
行
、

武
知
美
千
代

◆
大
老
連
理
事
長
表
彰

状

４９
名
（
５
年
勤
続

会
長
）

▽
北
区

岡
本
清
、

八
十
島
義
郎
▽
都
島
区

稲
葉
進
一
、
大
儀
晃

一
、
大
野
敬
二
、
郡
州

利
、
中
村
浩
、
中
山
勇
、

平
尾
彰
男
▽
中
央
区

亀
井
一
郎
▽
大
正
区

春
増
一
雄
▽
浪
速
区

岩
本
敏
夫
、
松
岡
雅
雄

▽
西
淀
川
区

後
藤
稔

▽
淀
川
区

鈴
木
一
夫

▽
東
淀
川
区

阿
部

厚
、
石
野
賢
治
、
神
山

弘
子
、
中
尾
武
生
▽
東

成
区

梅
田
太
朗
▽
生

野
区

浦
部
博
文
、
田

中
征
治
郎
▽
旭
区

奥

田
茂
弘
、
金
原
靖
夫
、

北
迫
徳
三
、
斉
藤
東
雄

▽
城
東
区

石
原
正

康
、
西
方
正

利
、
早
川
光

雄
、
原
田
守

男
▽
鶴
見
区

小
谷
歳

治
▽
阿
倍
野
区

神
山

三
和
子
▽
住
之
江
区

田
島
幸
子
、中
谷
正
一
、

森
本
ヒ
ロ
子
▽
住
吉
区

稲
田
勉
、上
野
四
郎
、

河
野
時
美
▽
東
住
吉
区

石
黒
正
、木
村
恒
夫
、

島
本
二
郎
、
新
田
辰
次

▽
平
野
区

浅
木
武

彦
、
竹
田
二
六
夫
、
浜

田
勇
▽
西
成
区

小
川

恒
次
、
佐
藤
千
鶴
子
、

豊
西
忠
夫
、
西
岡
和
昭

平
成
２６
年
度
大
阪
市
高
齢
者
福
祉
大
会
（
大
阪
市
・
大
阪
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
共
催
）

が
、
９
月
９
日（
火
）、
大
阪
市
天
王
寺
区
の
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

延
べ
１
０
０
０
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
高
齢
者
福
祉
大
会
は
、
９
月
の
高
齢

者
福
祉
月
間
の
最
大
の
催
し
で
、
第
１
部
で
は
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
や
永
年
勤
続
会
長
へ
の
表

彰
が
あ
り
、
第
２
部
で
は
、
５
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
５
つ
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
皆

さ
ん
に
よ
る
演
芸
を
楽
し
み
ま
し
た
。

午
前
１１
時
に
、
平
井

し
の
ぶ
さ
ん
に
よ
る
司

会
で
第
１
部
式
典
が
始

ま
り
、
国
歌
斉
唱
の
あ

と
、
主
催
者
と
し
て
中

保
昌
大
老
連
理
事
長
か

ら
「
高
齢
者
を
取
り
巻

く
環
境
が
厳
し
い
中

で
、
長
寿
社
会
を
支
え

る
力
と
し
て
高
齢
者
の

活
発
な
活
動
と
そ
の
役

割
が
今
こ
そ
老
人
ク
ラ

ブ
に
求
め
ら
れ
て
お

り
、
大
老
連
で
は
、
高

齢
者
の
元
気
は
地
域
の

元
気
の
強
い
信
念
の
も

と
に
、
高
齢
者
の
果
た

す
べ
き
役
割
を
考
え
、

会
員
相
互
の
仲
間
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
充
実
し
た
長
寿
生

活
と
心
の
ふ

れ
あ
う
地
域

社
会
づ
く
り

を
め
ざ
し
て

努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
」

と
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
次
に
、
同

じ
く
主
催
者
と
し
て
橋

下
徹
大
阪
市
長
（
村
上

龍
一
大
阪
市
副
市
長
代

読
）
か
ら
「
大
阪
市
で

は
、
今
後
と
も
豊
か
な

長
寿
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
て
、
高
齢
者
一
人

ひ
と
り
が
個
性
と
能
力

を
生
か
し
て
、
健
康
で

生
き
が
い
の
あ
る
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
」
と
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
紹

介
が
あ
り
、
来
賓
を
代

表
し
て
床
田
正
勝
大
阪

市
会
議
長
と
乾
繁
夫
大

阪
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
の
祝
辞
が
あ
り
ま

し
た
。
床
田
市
会
議
長

が
大
老
連
の
活
動
へ
の

敬
意
、
お
礼
と
「
大
阪

市
会
と
し
て
は
、
各
種

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
皆

様
方
が
こ
れ
ま
で
の
経

験
で
培
っ
た
豊
か
な
知

識
や
能
力
を
地
域
社
会

の
発
展
に
活
か
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
乾
市
社
協
会
長
は

「
市
社
協
で
は
、
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
、
や
さ
し
さ
と

ぬ
く
も
り
の
あ
る
福
祉

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
優
良
老

人
ク
ラ
ブ
感
謝
状
、
永

年
勤
続
会
長
表
彰
状
の

贈
呈
が
行
わ
れ
、
住
之

江
区
の
楠
谷
忠
正
大
老

連
理
事
が
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
、
最
後
に
、
鳥

取
栄
美
子
大
老
連
女
性

代
表
者
が
大
会
宣
言

（
別
掲
）
を
朗
々
と
読

み
上
げ
、
会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
あ
り
、

第
１
部
式
典
は
厳
か
に

終
了
し
ま
し
た
。

午
後
１
時
に
ス
タ
ー

ト
の
第
２
部
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
５
区
の

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

５
つ
の
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
１０
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
演
芸
出
演
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
華
や
か
な
衣

装
を
身
に
ま
と
い
登
場

し
、
大
正
琴
、
社
交
ダ

ン
ス
、
民
謡
、
オ
カ
リ

ナ
演
奏
、
ハ
ワ
イ
ア
ン

・
フ
ラ
、
健
康
体
操
、

コ
ー
ラ
ス
な
ど
の
多
種

多
彩
な
演
目
が
披
露
さ

れ
る
と
、
会
場
か
ら
は

ひ
と
き
わ
大
き
な
拍
手

と
声
援
が
送
ら
れ
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち

に
、
大
会
は
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

開会あいさつをする中保昌理事長

大勢の参加者で会場は熱気にあふれる

大 会 宣 言
わが国の人口の高齢化はますます加速しており、６５歳以上の高齢

者が３千万人を突破し、さらに団塊世代の高齢化に伴い、４人に１

人が高齢者となる超高齢社会を迎えている。このような超高齢社会

にあって、誰もが健康で安心して、生きがいのある生活を送ること

ができる長寿社会を築いていくためには、私たち高齢者自らが豊か

な知識と経験を生かし、社会の重要な一員として、幅広い分野にお

いて積極的に社会参加し、活動することが求められている。

今日、国内外の諸情勢は大きく揺れ動いており、社会経済状況も

大きく変化する中で、地域のつながりが希薄になり、ひとり暮らし

高齢者や高齢者夫婦世帯の増加が見込まれるなど、私たち高齢者を

取り巻く状況も一層厳しいものとなっている。

私たちは、高齢者の時代といわれる２１世紀が、住み慣れた地域で、

安心して長寿を享受できる安定した社会であることを望み、そのた

めの必要な取り組みを進めてきた。

これからも私たちは一致協力して、高齢者も子どもも、すべての

人々が安心して、豊かな生活が送れるように、私たち高齢者が率先

して、各地域、各世代との交流を深め、創造と連帯の活動を進める

ことが必要であると考える。

平成２６年度、大阪市高齢者福祉大会にあたり、私たちは自立の精

神を掲げ、「高齢者の元気は地域の元気」の合い言葉のもとに、心豊

かな地域社会づくりをめざして、次のとおり実践することを誓い、

ここに宣言する。

記
一、心とからだの健康づくりをすすめる
一、高齢者が相互に支援する友愛活動をすすめる
一、「きれいな地球をこどもたちへ」環境への取り組みをすすめる
一、生活と地域を豊かにする楽しい老人クラブ活動を広げる
一、はつらつとした老人クラブづくりをすすめる
一、老人クラブ発展の基盤強化をすすめる

平成２６年９月９日

大阪市高齢者福祉大会

▽
大
正
琴
演
奏
「
マ

イ
・
ウ
ェ
イ
」
「
千
曲

川
」
高
橋
静
子
ほ
か
１５

名
（
西
成
区
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
）

▽
社
交
ダ
ン
ス
「
ル

ン
バ
」
「
チ
ャ
チ
ャ
チ

ャ
」
富
里
秀
夫
ほ
か
２９

名
（
此
花
区
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
）

▽
民
謡「
姉
こ
も
さ
」

「
南
部
じ
ょ
ん
か
ら
節
」

川
口
タ
ヱ
コ
ほ
か
９
名

（
城
東
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
）

▽
踊
り
「
お
ひ
ま
な

ら
来
て
ね
」「
兄
弟
船
」

川
崎
郁
子
ほ
か
１１
名

（
西
区
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

▽
民
謡「
斉
太
郎
節
」

（
宮
城
県
）
「
木
曽
節
」

（
長
野
県
）
梅
若
朝
麻

智
ほ
か
１６
名
（
中
央
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

▽
オ
カ
リ
ナ
演
奏

「
里
の
秋
」「
若
者
た
ち
」

「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜

の
星
を
」
村
井
文
ほ
か

７
名
（
北
区
大
淀
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

▽
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
フ

ラ
「
ハ
ワ
イ
か
ら
の
手

紙
」「
カ
イ
マ
ナ
ヒ
ラ
」

戸
来
嘉
子
ほ
か
２０
名

（
西
淀
川
区
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
）

▽
民
謡「
鶴
見
音
頭
」

「
斎
太
郎
節
」「
同
級
会

音
頭
」
大
泉
サ
ダ
子
ほ

か
２７
名
（
鶴
見
区
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

▽
健
康
体
操
「
健
康

太
極
拳
２４
式
『
不
老

拳
』」「
歌
体
操
『
北
国

の
春
』」久
米
隆
子
ほ
か

１５
名
（
住
之
江
区
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

▽
コ
ー
ラ
ス
「
ハ
ロ

ー
ド
ー
リ
ー
」「
い
の
ち

の
歌
」
一
瀬
正
照
ほ
か

４４
名
（
淀
川
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
）

２０年優良クラブを代表して市長感謝状を受け
る平野区平野第二松寿会の一瀬三惠子会長

２０年勤続会長で理事長表彰状を受
ける住吉区六寿会の芦田次郎会長

此花区老人福祉センターの社交ダンス西淀川区老連のハワイアン・フラ

城東区老連の民謡鶴見区老人福祉センターの民謡

北区大淀老人福祉センターのオカリナ演奏淀川区老連のコーラス
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優
良
老
人
ク
ラ
ブ
や
永
年
勤
続
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長
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表
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区
老
連
な
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の
演
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の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
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演
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出
演
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出
演
順
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健健康康・・友友愛愛・・奉奉仕仕ををめめざざししてて
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全国３大運動

感
謝
状
・
表
彰
状
を
受
け
ら
れ
た
方（
敬
称
略
）


